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論文内容の要旨
磁気記録の高密度化，短波長化が進むにつれて，磁気ヘッドとテープの摩擦と摩耗現象，ならびに
摩耗によるそれらの磁気的特性の変化を把握することが必要になってきた。しかし，これらに関する
研究はほとんど行なわれていない。本論文では，まず磁気ヘッド用材料であるフェライトならびに磁
気テープについてそれぞれの摩擦，摩耗機構を明らかにしている。さらに VTR にあ・ける磁気ヘッド
とテープの摩擦，摩耗特性を調べるとともに，摩耗によるそれらの電磁変換特性の変化についても定
量的に解析している。
第 1 編においては単純な方式で摩擦，摩耗の基礎実験を行なった。第 1 章はフェライトの摩擦と変
形を対象にしたもので，ダイヤモンド球面の押込みと摩擦によってフェライトは塑性的に変形するが，
高荷重では表面や下地にクラックも生成されることが明らかになった。なお摩擦は凝着説によって説
明が可能で，クラックの生成は摩擦に対して一義的な影響を及ぼさないことがわかった。第 2 章では
テープが鋼およびフェライト円筒に対して走行したときの摩擦の基礎的性質を明らかにした。摩擦に
及ぼす表面あらさの影響は，円筒表面の突起によるテープ磁性層表面の掘起こし抵抗を検討すること
によって定量的推定が可能で、あることを確かめた。第 3 章では，磁性粉のアブレシブ作用によってフ
ェライトの摩耗が生じることを明らかにするとともに，テープの研摩性を定量的に評価することがで
きた。第 4 章ではさらに広い範囲におけるフェライトのアブレシブ摩耗現象を調べるためにラッピン
グ装置を用いて実験を行なった。その結果，へき開や擬へき開破壊から塑性変形に至るまでの変形，
破壊形態による摩耗特性とその機構，ならびに摩耗変質層の構造が明らかになったO
第 2 編においては VTR を使用して磁気ヘッドとテープの摩擦，摩耗実験を行なった。第 l 章では
??円
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llm/s の高速で、テープ上を走査するヘッドに働く摩擦力を実測することによって，摩擦の基礎的性質
を明らかにすることができた。第 2 章ではヘッドの摩耗特性，形状変化および摩耗変質層の構造，な
らびにテープの摩擦損傷を明らかにした。第 3 章ではこれらの摩耗によるヘッドとテープの表面性状
の変化が再生出力電圧に及ぼす影響を調べた結果，それぞれの因子の影響を一種の間げき損失とみな
い定量的に解析することができた。
論文の審査結果の要旨
本論文は磁気ヘッドと磁気テープの摩擦，摩耗機構および摩耗によるそれらの材料強度的特性と磁
気的特性の変化の機構を明らかにしたものである。
まず磁気ヘッド用材料である Mn-Zn フェライト単結品および多結品について摩擦機構，変形およ
びクラック生成の機構，ならびに広範囲におけるアブレシブ摩耗機構を明らかにしている。磁気テー
プしについては摩擦の基礎的性質と法則性を明らかにするとともに，摩擦に及ぼす相手面の表面あらさ
やテープの研摩性の影響を定量的に評価する方法を提示し，これらの方法の有効性を実験的に検証し
ている。
さらに，家庭用の 2 ヘッドヘリカルスキャン形式の VTR を使用して磁気ヘッドと磁気テープの摩
擦，摩耗特性を独創的な測定方法によって調べている。また摩耗による VTR の電磁変換特性の変動
が主としてヘッドの形状変化，結晶学的な摩耗変質層およびテープの摩擦損傷によることを明らかに
するとともに，それらの影響を一種の間げき損失に置き換える方法を提案し，この方法で電磁変換特
性の変動を定量的に， しかも個別的に解析できることを示している。
以上の結果は，磁気記録の高密度化，短波長化が進むにつれて，その解明が不可欠の要求とされて
いる磁気ヘッドと磁気テープの摩擦，摩耗の問題，ならびにそれらと電磁気的性能との関係について
重要な知見を与えており，磁気記録機器の性能向上および発展に寄与する所が大きしユ。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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